
「弥生時代は 「稲と鉄」 の時代である．日本列
島で水田稲作を始めた紀元前 4, 5世紀頃に弥生
時代は始まり，鉄器は最初から存在していた．後
3世紀になると，倭国王を埋葬した巨大な前方後
円墳が出現した．農耕を始めてから古代国家が成
立するまでの期間は約 600年，日本列島の 「古
代化」 はきわめて速かった．」
以上のような弥生時代観が，これまでの考古学
では共通認識であった．
ところが，1996年から国立歴史民俗博物館の
年代測定研究グループが本格的に始めた炭素年代
にもとづく縄文・弥生時代の実年代の研究は，誰
も予想していなかった年代観を示すことになった．
2002年 5月に私たちが日本考古学協会で「弥生
の始まりは前 10世紀」と発表した当時は，従来
の年代観とのあまりにも大きな違いに，大きな衝
撃が走り，つよい反対意見の表明があった．
しかし，それから 6年，全国規模で試料を収集
し炭素年代の測定につとめ，弥生時代早期が約
500年さかのぼるだけでなく，弥生時代前・中期
の細別時期の年代も相互に矛盾することなく，そ
れぞれ古くなることが明らかになってきた．測定
作業と併行して，考古資料の見直しもすすめた結
果，上記のような通説は大きな変更を迫られるこ
とになった．

新しい年代観

炭素年代を測定するのに用いる試料で最近もっ
とも多いのは，土器に付着したススやお焦げ，漆
製品，木製品であって，現在用いられている

AMS（加速器質量分析）法では試料は微量（1 mg

以下）である．かつてベータ線法で測定していた
ころは，包含層中の木炭の小片を用いることが多
く，試料の量は 1 g以上を必要としたのと大きく
違っている．
大気中に含まれている放射性炭素（14C）は生物
のなかに取りこまれ，それが停止すると，その濃
度は 5730±40年を半減期として規則的に減って
いく．その性質を利用して年代を測定するのが炭
素 14年代測定法である．樹木に取りこまれた炭
素 14は，1年輪ごとに固定されたあとその量は
減少していくので，たとえば樹齢 500年の樹木
の芯と最外部では 500年の差がでる．試料が小
さな炭であったばあい，木炭の年代はでるが，考
古資料についてはおおざっぱな年代しか期待でき
ない．それにたいして，土器の外面についている
ススのばあい，その土器で煮炊きした使用年代が
でるので，その土器型式に年代を与えることがで
きる．細分された土器型式は数十年単位での年代
を求められているので，この方法はきわめて有用
である．
弥生時代の年代が一気に古くなった理由の一つ
は，測定値をそのまま使うのではなく，大気中の
炭素 14の量の変動による炭素年代と年輪年代と
のズレを較正し，精度を高める方法が確立したこ
とによっている．たとえば，弥生時代の開始を示
す炭素年代の測定値が 2700年前とすれば，それ
を較正した年代は 2900年前となり，こちらのほ
うが真の年代に近い．従来は測定値をそのまま使
っていたのであるから，ここで約 200年のズレ
が生じている．
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見直しがすすむ弥生時代
「稲と鉄」の600年間ではなかった
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